
 

 
 

平成２５年度全国学力・学習状況調査は、平成２１年度以来４年ぶりに全小中学校を対

象に実施されたものです。（平成２２～２４年度は、全小中学校を対象に、大阪府学力・

学習状況調査を実施しました。） 

藤井寺市教育委員会では、本調査について次のように考え、取り組んでまいります。 

本調査は、競争や順位の位置付けを目的とするものではなく、またその調査結果は、あ

くまでも学校における教育活動の一側面を示すものであり、本調査により測定できるのは、

特定の学力の一部であると考えます。しかし調査結果については、すべての子どもたちの

学力や学習状況、また生活習慣を含めた学習状況と学力との関連を分析し、教育及び教育

施策の成果と課題を検証した上で、その改善を図ってまいります。さらに学校現場におい

ては、児童・生徒への指導や学習状況の改善等に役立て、藤井寺市における教育のより一

層の充実・発展をめざしてまいります。 

結果の公表については、本市の教育課題や今後の教育の取組みに生かすため、保護者・

市民のかたに、教育についての理解と協力・支援を得ることが何よりも大切であると考え

ます。 

 
（１） 調査の実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 実施日 平成２５年４月２４日（水） 

 

② 実施学年及び対象者数 

 

対象 
藤井寺市 大阪府 全  国 

学校数 対象者数 学校数 対象者数 学校数 対象者数 

小学校６年生 ７校 ６２２人 1,013校 77,527人 20,634校 約1,150,000人 

中学校３年生 ３校 ５９３人   470校 72,922人 10,328校 約1,137,000人 

 

③ 実施内容 

 

【小学校】  国語Ａ（知識）  国語Ｂ（活用）  

算数Ａ（知識）  算数Ｂ（活用） 

質問紙調査（児童質問紙） 

【中学校】  国語Ａ（知識）  国語Ｂ（活用）   

       数学Ａ（知識）  数学Ｂ（活用） 

質問紙調査（生徒質問紙） 

全全全国国国学学学力力力・・・学学学習習習状状状況況況調調調査査査ののの概概概要要要 
 



（２） 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小 学 校（６年生） 中 学 校（３年生） 

教  科 国  語 算  数 国  語 数  学 

区  分 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

藤井寺市 ５８．９ ４５．８ ７６．８ ５６．２ ７２．３ ６１．５ ６０．３ ３７．２ 

大 阪 府 ６１．２ ４７．９ ７７．１ ５７．３ ７３．３ ６３．０ ６１．７ ３８．８ 

全国 ６２．７ ４９．４ ７７．２ ５８．４ ７６．４ ６７．４ ６３．７ ４１．５ 

 

 

 

 

 

※百分率は全て正答率を表す 

 

〇国語Ａ（「知識」に関する問題）は５８．９％で、国語Ｂ（「活用」に関する問題）

は４５．８％でした。「ことわざの意味理解」（７７％）や、「相手の立場や状況を感

じ取って聞くこと」（７８．９％）ができています。しかし、「漢字の読み書き」（平

均６７．８％）は前回と比べて低くなっていることや、「接続語の理解と記述」（１

６．９％）、「資料の読み取り」（３５．２％）などにも課題が見られました。また「自

分の考えや理由を書く」では約３０％の無解答率があり、積極的に解答を書こうと

努力する意欲の向上の面に課題が見られます。 

〇算数Ａ（「知識」に関する問題）は、７６．８％でした。基礎的な計算は概ね８０％

以上で、「円柱の展開図の理解」（９２．５％）は高い正答率です。しかし、「小数の

計算」（６５．５％）が前回と比べて低くなっていることや、「単位量あたりの大き

さ」（４９．７％）、「面積の単位についての理解」（４７．７％）等の課題もうかが

えました。算数Ｂ（「活用」に関する問題）は５６．２％でした。「数の変化の規則

性を読み取ること」（２９．６％）、「割合の意味を活用し、数量関係を考えること」

（３９．７％）に課題が見られました。 

 

 

〇国語Ａ（「知識」に関する問題）は、７２．３％で、国語Ｂ（「活用」に関する問

題）は６１．５％となっています。昨年度の大阪府学力・学習状況調査に比べ、正

答率がＡで５．９％、Ｂで１５．１％上がり、無解答率もＡで１．７％、Ｂで８．

１％下がり改善がみられます。Ａの「基本的な読み取り問題」で約８０％に対して、

同じくＢの「読み取り問題」では約５５％と数値が下がっており、学習した知識の

活用において課題が見られます。 

〇数学Ａ（「知識」に関する問題）は、６０．３％で、数学Ｂ（「活用」に関する問

題）は、３７．２％となっています。「分数の計算」（８２．０％）、「正・負の数の

計算」（９０．０％）、「図形の拡大図を書く」（９０．７％）では、基本的な理解が

できています。しかし、「ｙがⅹの関数である事象を選ぶ」（１３．３％）や「相対

度数を求める」（１９．３％）のように、数学の基礎用語の理解に課題が見られます。

また「資料や式等を読み取って数学的に説明する」では、２０％弱と課題が見られ

ます。 

 

教教科科・・区区分分別別平平均均正正答答率率  

学学学校校校別別別ののの平平平均均均正正正答答答率率率なななどどどにににつつついいいてててははは、、、序序序列列列化化化ややや過過過度度度ななな競競競争争争ををを生生生じじじるるる   

おおおそそそれれれがががあああるるるたたためめめ、、、今今今後後後ももも公公公表表表いいいたたたしししままませせせんんん。。。   

小小学学校校ににつついいてて  

中中学学校校ににつついいてて  


